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リーディング指導における文脈の問題.

広島大学大学院 柳井智彦

1. はじめに:文脈とは何か

どらが鳴りわたった。弟とわたしは，思いきって戸をあけた。乙の土地をめざして，世界

のたんげん家たちは，いく度も航海を試みた。聞き手lζは，話し手の表情や身ぷり・手ぶり

が見えない。そろそろ 1年になるが，自分ながらよく続けたものだと思う。ところが大問題

になった。目がさめたら雨の音がしていた。船は，しだいに述力を加える。

(①: 7 ) 

乙れは『文脈指導』という国語教育の書物lζ出ている例文であるが，いわゆる文脈がなく意味

が通じない文章である乙とに気がつく。実は乙の例は国語の教科書の中から任意の文をひろいあ

げてでたらめに並べたものだという。文脈とは何かというのは大きな問題であり乙乙では詳論は

避けるが，おおよそ，語と語，文と文，段落と段落などのIliJにみられるつながり，文平としての
(注1)

ジであろうと忠われる 。

文脈は当然ながら英語の文章にも存在するはずであり，リーデイングの学習において，訳せて

も文と文とがどのような関連をもつのかわからないとか，話のスジがつかめないというようなこ

とは，文脈の把握と少なからず関係しているといえよう。文脈の即仰がリーデイングの際の lつ

の鎚になっている乙とは， w英語指導法ハンドブック ①教授類型編 j(0: 130 -158， 248-

275 )が理解のための大きな指導目標1C.， r語の班解J，r文の迎解」とともに「文と文のつな
がりの苅!解」や「パラグラフ(や文章全体)の即白むなど，文l庇と関辿してくる項目をあげてい

ることからも推測できる。パラグラフリーディングは別の機会lζ諮ることにして，本杭では「文

と文のつながりの理解Jという乙とに焦点をあてて文脈の問題を論じてみたい。

2. 文脈指導と言語学.文体論

前にあげた『英語指導法ハンドブック ①授業類型編』の中の1セクション r文と文のつな
がりの担解J(0: 262 -269 )を文脈指導のl例だと仮定すると，そこに掲げてある7つの具体

的伝導目標は文脈指導上の留意点でもあると考えられる。と乙ろで乙れら7つのほとんどは，ま

た言話学(特に discourseanalysis ) ，文体論上の関心事でもある乙とが次の表によってわかるで

あろう。すなわち，個々の文を孤立したものとして取り扱わず，文立全体の抗れの中でI理解する

というアプローチは，言語学，文体論でも注目を集めるようになってきており，英語教育におい

ても今後，研究の余地のある簡域ではないかと思われる。
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〔言語学，文体論と文脈指導の|到辿〕

文脈指導
『英語指導法ハンドフ ':1.ク@.JI(1978)
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3. r文と文のつながり Jを形成する要因
上記の表からも推察できるように r文と文のつながり」を形成しているものは次の2つの提
因K大別できるように思われる。それらは， A指示的要因， B配列的要因とでも呼ぶべきもので

ある。

A 指示的要因

乙れは，

(1)定冠詞や他の限定辞

(2) 先行する内容を受けるthis，thatなど

(3) 代名詞

(4) 同一人物，事物を代名詞以外の表現で表わすもの

などの要素が，文と文の聞に何らかの cohesion(意味的つながり)を持たせている場合である。

乙の現象は言語学では topic-commentstructureと呼ばれて研究されているが(① 114) ， 

topicとは古い情報，先行する文主主ですでに導入されている情報を指し commentとは新しい
.tT.己(注2)w桜，析しく導入されるw械をらす 。以下の例文において，下総を施した部分は古い悩報だ

といえるが，指導の際lζは定冠詞や代名詞などの文法的特徴とともに，音読する/1与は古い情報に

はストレスが置かれないということにも注意を向けさせるべきであろう。

There is a beautiful city in the western part of the United States.主iscal1ed Salt Lake Ci]y.旦三
旦~'comes from a great salt lake near by. Th 巳ity lies in a v叫al1山l1eywith hi叫ig凶hmoωoωu山un川附1巾tains凶lSall around 1且1.

(New Horizon English Readers 1， p. 24) 

B 配列的要因
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乙れは文(節)の並べ方から生まれる文脈であるが，それには，

(})時間的配列

(2) 論理的配列

の2種類が考えられる。

(})時間的配列

文(節)の表現する出来事lζは，相互に時間的前後関係のある場合がある。乙の関係は時制
(注3)

の変化， 11寺を表わす副詞(句)によって表現される。次の例 によって時間的配列と読み

易さの関係を考察したい。

(a) He began to tell the story. Previously he had turned off the radio and had c10sed the window. 

(b) He began to tetl the story after he had turned off the radio and had closed the window. 

(c) He turned off the radio before he closed the window and began to tetl the story. 

(d) He turned off thc radio， c10sed the window and began to tell the story. 

(d)は行動が時間の経過lζ従って線条的lζ述べられており，最も普通の記述の仕方であろう。

(a)， (b)， (c)，は・(d)と同じ内容であるのだが previously，after， beforeという語句を用いたため

記述の仕方が異なっている。と乙ろで乙れらの文例は (d)と比べて生徒がより到!肝しにくいも

のではないだろうか。特に (a)や(b)には過去完了形が現われており.いっそう後維なも

のとなっている。このような文の指導にあたっては， tll米司Iの時間的布告起をテェックする乙と

とともに，場合によっては (d)のような文lζ古き換えてやる配Hxも必些となるだろう。また，
時間的順序を表わす接続詞，百IJ詞などの}lJj解も徹底させておかねばならないと思う。

(2) 論班的配列

乙れは，文と文が原因/結果，一般/具体例などの意味的，論苅!的関係をもっている場合で

ある。その関係は Thereforeとか Forexampleなどの述結語句 (connectives)で明示されてい

る場合もあるが，それを欠く場合もある。 後者の場合，辿粘語句が明示されていないのは，そ

れがなくとも文と文のつながりが明白であるとか，文体論的な目的で省略されているというよ

うな理由によるものであろう。指導にあたっては， 2つの文の関述が到!解しにく L、iYfとか，特

lと重要だと思われる箇所lζは適当な述結語句を1mわせるというような方法がすでにとられてい
ると思う。また，前者の場合lとは英語の述結語句が示す論型的関係を正しく生徒lζ泊!併させる

ことが大切になってくる。そのためには日英両語の述結語句を対照言語学的lζ考察し，その共

通部分，異なる部分を明確にするような研究が必要だと思われる。たとえば，問中(①:75 ) 

は永野賢が白本語接続詞の用法を7障措11ζ分類したものを紹介しているが，乙のHoTI釘加Quirk

and Greenbaum による13居期の英語述結語句の分類(@:お7ー294) とし、かに対応している

のか，興味深い問題である。

4. 教材研究
以上述べてきたことが史際lζ教科古を指導する際にどのように生かせるのであろうか NelV

l!ori旨onEnglish Readers 1の文章を例にとってその可能性を探りたい。

〔教材例 1 ) 

(1)百legreat sun has sunk to rest， and in his p1acc have come the gent1e moon and thousand of twinkling stars. 
(2) But again the sun rises， shines and sets. (3) Again he is followed by the moon and the stars. (4) M;lJ1.s first 

1esson in time has now been learned: the light he calls day， the darkncss night. 
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(5) Of al1 the heavenly bodies， the moon is the only one that seems to change its fotm and size. (6) At one 

time it is a mere crescent， at another it is a ful1 circle. (7) Man counts th~ days from new moon to new moon， 

or from ful1 moon to full moon， and cal1s the period a month. (8) This is the second step in counting time. 

(New horizon English Readers 1， p. 52) 

乙の例文では，特iと指示的要因が形成している文脈iと注意して卸祭する。まずUJl文において
は hisが人間以外の物，太陽を指していることが大切である。同様l乙第3文の heも太陽を指す

が，t:(~ 4文の heはmanの代名詞ととらねば意味をなさない。またm2，3文で agamが繰り返

されている乙とから， tf!l， 2， 3文は lつのセットになって天体の迎行の繰り返しを描写して

し1ることに注意させねばならない。特lζ，第3文の，‘heis followed by the moon and the stars'が

第l文の ‘in his place have come the gentle moon and thousand of twin凶ngstars'とほぼ同義である

乙とを，第3文の againを参考にして気付かせる。第4文ではコロンが m叩'sfirst lessonの内容

の説明lζ使われているのに注意させると同時lζ，反復を避けるため hecallsが省略されている乙

とも指摘されるべきrあろう。第5文では allthe heavenly bodiesやoneの指すものが明らかにさ
れねばならず，第6文では one-another という慣用表現に注意を向ける。第7文では theperiod 

の内容がつかめなくてはいけない。耳~8文では thisの内容を問う乙とによって第2パラグラフの

出解をチェックし，また thesecond stepが?fI1バラグラフ第4又の firstlessonと対比させられて

いることに注目させ，全体の柿成をも把握できるように指導しなければならないと思う。

〔教材例 2 ) 

(1) Train journeys in England are not usually very long. (2) When 1 left Newhaven early one morning last year， 
I thought I could be home in Liverpool by teatime. (3) I had been .pending my holidays in America and France， 
and I had had a wonderfuljourney. (4) I had trave!ed thousands ofmiles by car， train， p!ane and bus. (5) lt seemed 

that Eng!and was very sma!! anu very green. (6) I had had my !uggage !ooked at by the ofticia!s of my own country， 

f had got a corner seat in a compartment and I was on my way home. 

(New Horizon English Readers 1， p. 43) 

ζれはアメリカとフランスiζ旅行してイギリスへ帰って米た著者の文章の冒頭の部分である。

乙の例文ではE型自主旦による文脈を観察してみる。ま可児拠思裂をみると，全体の中で第 l
文のみが現在形で苦かれており， ζの文だけが現在の著者の感想を述べている乙とに気がつく。

次の第2文は過去形になっており，話は昨年 NewhavenからLiverpool (~、ずれもイギリスの町

の名)へ帰る途中の乙とにさかのぼることに注意する。 ~5 文も過去形だが，これはその途中で

の作者の感想、である ζとを意味する。また第6文の最後，叩d以下も過去形になっているので，

‘on my way home'というのがやはり NewhavenからLiverpoolへの帰り道のことであり，アメリ

カやフランスからイギリスへの帰途ではない乙とを指摘する。さて， tf!3， 4文は過去完了形が

伎われているので，過去のある時点における回想が述べられていることになる。最も留意すべき

は第6文の過去完了形で， ζれはJ;f!3， 4文の過去完了形とはH年間的にずれている。すなわち，

‘the officials of my own country'が示すように，乙乙はイギリスに若いてからの話でLiverpool

への家路につく前にどんなことがあったのかを示す過去完了形なのである。つまり出来事は古い

順1( ，アメリカ・フランス旅行→Liverpool へ帰る前の手続→事EドでのII皇位→現在の!~長;出という

}I自序になっている。乙のことは仮古:などをしてE在認した方がよいであろう。次lζ論則的配列をみ

ると， ru 1 ~文で，イギリスを汽jliで旅行するのにはさほど時IllJがかからないと概説的iζ述べ， ~n 

2文でその例をあげている。節3，4文ではそのような感想をもつに致った自由が述べられ，そ

の結果， ?f15 文のように考えるようになる。?f~5文は却1:文と似かよった内容を総り返している
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といえる。乙乙で一応，旅行にかかる時間といった話題は切れて， m6文では家路lζつくまでの

手続きなどが述べられている。

以上，指示的要因や配列的要因をヒントにして，文と文の関述をつかみ，話のスジを迫ってい

くという作業の具体例を出してみた。指導にあたっては，上i乙述べたことを適切な発問によって

迎解させ，生徒がうまく文脈lζ沿って読めるように導いていかなければならないと思う。

おわりに:これからの課題

最後に，今後残されていると忠われる課題を2，3述べてみたい。まず，前lと触れたように，

連結語句lζ関して日英対照言語学的な基i礎研究がなされてもよいのではないかと思う。次lζ，教

授者ではなく学習者からみて難しいと感じられる文章が文脈lζ関連しているとすれば(たとえば

時間的配列の説明で少し述べたように)，その原因は何にあるのかも考えていかねばならないで

あろう。また，本稿では文脈を形成する要因を2つに大別したのだが，乙れら以外iζも考えられ

る大きな要因があるかもしれない。最後に，文脈の問題は英語教育のみならず国語教育において

も重視されていると思われる分野であり，共通部分も多いと思われる。したがって，国語教育に

おける概念も参考にして考えていくべき問題であると思う。

5. 

〔注〕

(1)文脈の定義については，国語教育の加点から問中(①:16 -20) Iζ詳しい解説がある。

(2) 久野時(@ : 209， 217 )は古いインフォメーションと anaphoric(文脈指示)は区別される

べきだと主張している。

これらの例文は VanDijk (②: 104 ) Iζ指唆を受けて創作したものである。(3) 
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